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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期中間期 1,525 － 182 － 183 － 126 －

2023年12月期中間期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2024年12月期中間期 104百万円（－％） 2023年12月期中間期 －百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期中間期 42.17 －

2023年12月期中間期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年12月期中間期 2,237 1,421 60.3

2023年12月期 2,218 1,395 60.0

（参考）自己資本 2024年12月期中間期 1,350百万円 2023年12月期 1,331百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 － 0.00 － 41.00 41.00

2024年12月期 － 0.00

2024年12月期（予想） － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,883 6.4 335 24.4 321 27.7 208 52.7 69.19

１．2024年12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年１月１日～2024年６月30日）

（注）１．当社は、2023年12月期中間期については中間連結財務諸表を作成していないため、2023年12月期中間期の数値及び2024年12月期中間期

　　　　　の対前年中間期増減率は記載しておりません。

　　　２．2024年12月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載して

　　　　　おりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　２．当社は2024年12月期において配当を予定しておりますが、配当予想額につきましては未定であります。

３．2024年12月期の連結業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期中間期 3,048,100株 2023年12月期 3,048,100株

②  期末自己株式数 2024年12月期中間期 12,995株 2023年12月期 53,400株

③  期中平均株式数（中間期） 2024年12月期中間期 3,001,805株 2023年12月期中間期 －株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2023年12月期中間期については、中間連結財務諸表を作成していないため、2023年12月期中間期の期中平均株式数（中間期）は

　　　記載しておりません。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… ２

（１）当中間期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… ２

（２）当中間期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ２

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………… ３

（１）中間連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… ３

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 …………………………………………………………… ５

中間連結損益計算書

中間連結会計期間 ……………………………………………………………………………………………… ５

中間連結包括利益計算書

中間連結会計期間 ……………………………………………………………………………………………… ６

（３）中間連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………… ７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… ７

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ７

（重要な後発事象の注記） ………………………………………………………………………………………… ７

○添付資料の目次

- 1 -

株式会社エスネットワークス（5867）
2024年12月期 第２四半期（中間期）決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

我が国の経済は新型コロナウイルス問題の回復による経済活動の正常化が進む等、一部に足踏みがみられるもの

の緩やかに持ち直し、先行きについては、各種政策の効果もあり景気の回復が継続することが期待されておりま

す。一方で中東情勢やロシア・ウクライナ情勢の長期化など、世界経済の不確実性が我が国の景気を下押しするリ

スクとなっており、物価上昇、供給面での制約、金融資本市場の変動の影響等に十分な注意が必要です。

こうした状況の中、当社グループが主としてサービス提供を行っております、財務・会計といった専門性に依拠

して経営支援の策定や実行を推進するＣＦＯ機能の提供におきましては、企業買収の活発化に伴い、対象会社の財

政状態の適時適切な把握、経営成績の継続的なモニタリングの実施、また戦略策定のための継続的な分析といった

ニーズが高まっております。

この様な外部環境下において、当社の重要課題であるプロジェクトマネージャーの増加に向けた若手人材の育成

に注力し、また、海外コンサルティング案件の拡大に向けて営業の強化及び国内・海外法人共同でのチームアップ

によるコンサルティング案件の対応等を進めました。

以上の結果、当社グループの当中間連結会計期間の経営成績は、売上高1,525,264千円、営業利益182,764千円、

経常利益183,849千円、親会社株主に帰属する中間純利益126,581千円となりました。

なお、当社グループは「コンサルティング事業」を単一の報告セグメントとしており、その他の事業（投資事

業）については量的重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は1,650,739千円となり、前連結会計年度末に比べ74,262千円増加いた

しました。これは主に売掛金が36,638千円増加し、現金及び預金が27,599千円増加したことによるものです。固定

資産は586,885千円となり、前連結会計年度末に比べ54,817千円減少いたしました。これは主に投資有価証券が

78,404千円減少したことによるものです。

この結果、総資産は2,237,625千円となり、前連結会計年度末に比べ19,445千円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は690,280千円となり、前連結会計年度末に比べ94,808千円増加いたし

ました。これは主に未払法人税等が74,622千円増加したことによるものです。固定負債は125,997千円となり、長

期借入金の返済を行ったことにより、前連結会計年度末に比べ101,065千円減少いたしました。

この結果、負債合計は816,277千円となり、前連結会計年度末に比べ6,256千円減少いたしました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は1,421,347千円となり、前連結会計年度末に比べ25,702千円増加い

たしました。これは主に自己株式の処分により自己株式が63,231千円減少し利益剰余金が18,907千円減少したこと

及び、投資有価証券の評価替えに伴いその他有価証券評価差額金が38,155千円減少したことによるものです。

この結果、自己資本比率は60.3％（前連結会計年度末は60.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年２月９日の「2023年12月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（2024年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,098,645 1,126,245

売掛金 278,561 315,200

仕掛品 8,144 4,817

営業投資有価証券 110,141 110,141

その他 143,257 162,120

貸倒引当金 △62,273 △67,784

流動資産合計 1,576,476 1,650,739

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 154,034 143,778

その他（純額） 30,966 28,323

有形固定資産合計 185,001 172,102

無形固定資産

その他 1,253 975

無形固定資産合計 1,253 975

投資その他の資産

投資有価証券 270,380 191,975

繰延税金資産 10,219 34,929

敷金及び保証金 164,754 156,296

その他 10,478 30,989

貸倒引当金 △384 △384

投資その他の資産合計 455,448 413,806

固定資産合計 641,702 586,885

資産合計 2,218,179 2,237,625

負債の部

流動負債

１年内返済予定の長期借入金 311,145 306,096

未払金 180,993 165,600

未払法人税等 250 74,872

契約負債 50,187 43,476

賞与引当金 10,824 18,480

その他 42,071 81,754

流動負債合計 595,472 690,280

固定負債

長期借入金 227,062 125,997

固定負債合計 227,062 125,997

負債合計 822,534 816,277

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（2024年６月30日）

純資産の部

株主資本

資本金 567,000 567,000

資本剰余金 246,388 246,316

利益剰余金 542,277 527,168

自己株式 △83,568 △20,336

株主資本合計 1,272,096 1,320,147

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39,306 1,150

為替換算調整勘定 20,095 29,072

その他の包括利益累計額合計 59,401 30,223

新株予約権 3,131 3,114

非支配株主持分 61,014 67,862

純資産合計 1,395,645 1,421,347

負債純資産合計 2,218,179 2,237,625
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年６月30日）

売上高 1,525,264

売上原価 818,706

売上総利益 706,557

販売費及び一般管理費 523,792

営業利益 182,764

営業外収益

為替差益 9,484

その他 305

営業外収益合計 9,790

営業外費用

支払利息 1,447

投資事業組合運用損 325

貸倒引当金繰入額 5,511

投資有価証券売却損 1,140

その他 281

営業外費用合計 8,705

経常利益 183,849

税金等調整前中間純利益 183,849

法人税、住民税及び事業税 65,572

法人税等調整額 △7,870

法人税等合計 57,701

中間純利益 126,147

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △433

親会社株主に帰属する中間純利益 126,581

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年６月30日）

中間純利益 126,147

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △38,155

為替換算調整勘定 16,258

その他の包括利益合計 △21,897

中間包括利益 104,250

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 97,402

非支配株主に係る中間包括利益 6,847

（中間連結包括利益計算書）

（中間連結会計期間）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（重要な後発事象の注記）

（事業の譲渡）

当社は、2024年６月14日開催の取締役会において、税理士法人エスネットワークスに対して、当社事業の一

部（以下、「本件事業」という。）を譲渡することについて決議し、同日に同社との間で事業譲渡契約を締結し

ました。これにより、当契約に基づき2024年７月１日付で本件事業を譲渡しております。

１．事業分離の概要

⑴　分離先企業の名称　　税理士法人エスネットワークス

⑵　分離した事業の内容　事業承継顧問事業

⑶　事業分離を行った主な理由

　当社は、変革フェーズにある企業に対してＣＦＯ機能をワンストップで提供しており、特に当社の特徴であ

る常駐型の実務実行支援という形で提供するサービスに対する需要は引き続き高く、より一層注力するため、

事業承継顧問事業を譲渡することとしたものです。本事業は、主に事業承継フェーズのお客様に対する親族内

承継(株式承継)支援及び関連する非常駐での経営改善支援が中心の役務提供となっております。この役務提供

を行う中で税務領域の関連性が非常に強いため、従来より提携関係にある税理士法人エスネットワークスに譲

渡する事といたしました。

⑷　事業分離日

　2024年７月１日

⑸　法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

　受け取り対価を現金等のみとする事業譲渡

　尚、譲渡価格に関しては①事業譲渡時に確定する対価（以下「クロージング対価」）と、②アーンアウト条

件達成に伴う成功報酬（以下「アーンアウト対価」）で構成されます。クロージング対価とアーンアウト対価

の内容は以下のとおりです。

①クロージング対価

　クロージング時に確定する対価は60百万円であり、２回に分けた現金決済にて受取予定です。

②アーンアウト対価

　クロージング日から１年後を判定基日とし、移転した承継契約の継続状況に応じて、あらかじめ定めた算定

方法を用いて求められた金額を対価とし、現金決済にて受取予定です。

２．実施した会計処理の概要

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　2013年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき処理を行う予

定です。

　なお、2024年12月期連結会計年度において、本事業分離に関連する収益60,000千円を事業譲渡益として、特

別利益に計上する見込みです。また、アーンアウト対価については、その金額が合理的に決定可能となった時

点で追加的に損益を認識する予定です。

３．分離した事業が含まれていた報告セグメント

　コンサルティング事業

４．当中間連結会計期間の中間連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

　売上高　　　　26,346千円

　売上総利益　　13,786千円
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